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３ はじめの言葉 

 
 
４ 日本に存在する深刻な雇用格差問題              田原文夫 

世界中でテロが発生している。その背景は、格差の存在だと言われている。格差が最終

的な生存を脅かすような極限に至るとテロが起こる。説得力のある分析である。格差問題、

日本は関係ないように思われるが、実は身近な問題である。非正規雇用に悩む若者世代に

は、明らかに世代間格差だと捉える場合もあるようだ。 
 
 

１０ 情報社会を考える その７０ 

     情報社会作りに、どう関与し、どう貢献していくか    編集部 

どのレベルでの最適化か 
 グローバル、リージョナル、ローカル／パーソナルな世界観があることは周知の通りで

ある。情報社会というコンピュータテクノロジーを基軸とした社会では、どの世界観での

最適化を図るかが、大きなポイントとなる。まさに、解りやすい事例となったのが、EU
加盟の存続か離脱を問うたイギリスの国民投票である。国民ということで、皆が一票の投

票権を持って臨んだ国民投票だが、果たして、グローバル、リージョナル、ローカル／パ

ーソナル、いかなる観点で投票したのかである。 
 
 

１２ オープンガバメント OG 31 
情報社会をすすめる  その 65            水田 浩 

1990 年代に紙によるワークフローをデジタルにして、メインフレームと端末を使って

事務系、技術系で個別に行われるようになり、1995 年代にはインターネットが世界中で

使えるようになってきた。そして、個別に開発されたシステムをより早く、より安く、よ

り良くつかうために製品やシステムのライフサイクル全体の統合化を模索するようにな

っていた。そして、産業別、国別のシステムとデータを世界共通にしてより生産性の高い

ビジネスをするために、世界共通の情報基盤を作らなければならないという認識が世界中

で起こっていた。そこで、CALS の一つの製品、システム、サービスを全ライフサイクル

で、「情報は一度つくって、幾度も使う」という運動は世界規模で受け入れられた。一つ

の CALS という概念（言葉）で 1995 年から 2005 年に掛けて世界中が一つになって運動

を起こすようになった。 
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１９ 連載 アーキテクチャ論 （63） 

自動車ビジネスの 
エンタープライズアーキテクチャ参照モデル     山本修一郎 

         国立大学法人 名古屋大学 大学院 情報科学研究科 教授 

自動車ビジネスにおけるエンタープライズアーキテクチャについて包括的に説明する

ヴェデニフスキーによる書籍「モビリティ革命、－自動車ビジネスを変革するエンタープ

ライズアーキテクチャ－」の翻訳が出版された。この書籍では、TOGAF に基づいて、企

業戦略、ビジネスモデル、エンタープライズアーキテクチャ、実行という 4 階層からなる

自動車ビジネスドメインにおける参照アーキテクチャを紹介している。 
本稿では、この書籍の内容を概観する。 

 

３０ 連載 日本再生と人材育成 

人口減少／少子高齢化時代への挑戦 その１８ 

続【緊急特別編】 
「人口減少／少子高齢化時代の最大の敵は戦争」 
立憲主義（その２）                   Dr.ベスト 

昨年は第二次世界大戦（太平洋戦争）の終戦から 70 年に当たる節目の年であった。赤

紙一枚で戦場に派遣され命を落とした軍人は約 200 万人、一般の人は約 100 万人合わせて

約 300 万人もの人が犠牲になっている（当時の人口の約 3％）。その戦争の影響は中国や

アジアを中心として、この戦禍で犠牲になったのは 2000 万人以上とも言われている。 欧
米などを含む第 2 次世界大戦全体の犠牲者の総計は、5000 万〜8000 万人とされる（8500
万人とする統計もある）。当時の世界の人口の 2.5％以上が被害者となった（含む飢饉や病

気による死者）。人口減少／少子高齢化時代の今日において、貴重な人材（特に若い世代）

が二度と 70 年前に経験したような悲惨で無意味な戦争の惨禍に巻き込まれることのない

ようにしなければならない。 
 

３８ IT 新時代とパラダイム・シフト 

   第８０回 科学技術の進歩がスポーツの常識を変える    根本忠明 

監督や選手そして審判員らの「経験と感に頼る」スポーツのあり方が、大きく変わり始

めている。ビデオ／カメラをはじめ可視化技術や科学技術導入の試みが、相次いでいる。

背景には、公正な試合を求めるスポーツファンの声の高まりと、科学技術による選手の記

録向上への期待がある。選手の記録向上は、障害者スポーツで顕著になっており、障害者

選手が健常者選手の記録を、上回る所も出てきている。ただ、障害者と健常者が一所に競

技するには、未だ壁が存在している。今回は、この情況について報告する。 
 

４１ 続インテリジェンスへのいざない 78 

甘いヨミからの大誤算英国国民投票での世界の迷惑    今井 武 

連合だ、統合だと言っても、所詮は損得欲得がエネルギー源。そう言ってはミもフタも

ないかもしれないが、英国の国民投票も、国民ひとり一人の損得勘定の集大成だったよう

だ。しかも、目先の欲得である。国家の行く末、子孫の行く末への配慮考慮はどこまでさ

れたのか。 
 

４４ 連載 四字熟語力トレーニング            すぎやまチヒロ 
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案内／お知らせコーナー 

 

セミナー／講演会の講師紹介 
 

ユーザー会/各種研究会/勉強会における 
セミナー/講演会での講師をご紹介致します。 

 

クラウドサービス導入前のチェックポイント 

クラウドサービスは果たしてＴＣＯ削減に寄与するか 

レガシーマイグレーションの進め方と留意点 

これからの企業情報システム構築のポイント 

これからの金融情報システムの課題 

役に立つ情報管理の実践と課題 

情報セキュリティ監査の受け方／臨み方 

リポジトリーベースのシステム資源管理 

その他 クラウドサービス導入にお悩みの方 

など 各種カウンセリングも承ります 
 
 
ご質問／何でも相談は下記まで 

株式会社 日本経営科学研究所 
ＣｏｍｐｕｔｅｒＲｅｐｏｒｔ編集部 

cr-info@jmsi.co.jp 
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